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概要 近年，Twitterなどのマイクロブログはその手軽さから多くのユーザに利用されている．そういったマイ
クロブログには今起こったことや感じたことをリアルタイムに投稿している場合が多いので，そのユーザの感情
が現れやすい傾向がある．また，Twitterには顔文字と呼ばれる表情を持った顔のように見える記号を使用する
ことで表情を表す表現が多く用いられている．しかしながら，同じ顔文字でも文との関係によってその役割が異
なると言える．そこで本論文では, 文の感情と顔文字の感情に着目し，その関係を分類することで，顔文字の役
割を定義するとともに，顔文字の役割を考慮した感情値抽出手法を提案する．
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1 はじめに
近年，Twitterなどのマイクロブログが普及しており，

膨大な情報が投稿されている．その中で，Twitter は，

140文字以内のツイートと呼ばれる短文を投稿できる為，

従来の SNSやブログと違いリアルタイムな投稿が多く

行われている．その為，今起こったことや感じたことを

気軽にツイートをしている場合が多く，その人の感情が

現れやすいと言える．しかしながら，実際の会話と違い

テキスト上でのコミュニケーションでは，ジェスチャー

や表情のような非言語的コミュニケーションを用いるこ

とができないため，正確に自分の意見や考えを伝えるこ

とが難しい．そのため，Twitterではテキストで正しく

伝えることが困難な意見や考えを正確に伝えるために，

顔文字が利用されている．顔文字とは，「（＾O＾）」「(・́

ω・` )」のような表情などを持った顔のように見える記号

を使用することで表情を表す表現である．顔文字を用い

ることで，テキスト上で説明することが困難な感情を表

現することが出来る．顔文字が文に付与することによっ

てツイートの感情が変化すると考えられる．しかしなが

ら，同じ顔文字でも文によってそのその役割が異なる場

合がある．例えば，顔文字「（＾O＾）」を例に挙げてみ

ると．「そういう態度は腹立たしい（＾O＾）」といった

きつい表現を用いているツイートでは，きつい言い回し

を和らげているような印象を受けるが，「今日はすごく

嬉しかった（＾O＾）」では嬉しいという言葉を顔文字

が強めているように感じられる．このように同じ顔文字

でも文との関係によってその役割が異なる．そこで，本

論文では文の感情と顔文字の感情の関係によってツイー

トの感情がどう変化するかを分類する．さらに，このよ

うな文と顔文字の関係を役割と呼び，その役割に着目し

た感情抽出手法を提案する．
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表 1 顔文字に関する研究の分類
文献番号 顔文字のみ 文+顔文字

[8] ○

[9] ○

[10] ○

[11] ○

[12] ○

[13] ○

[14] ○ 　

[15] 　 ○

[16] 　 ○

[17] ○

[18] ○

これまで我々は顔文字の役割を考慮した感情抽出を

行った [1]．ここでは，文のみの場合と顔文字を合わせ

た場合の感情値を比較することで，顔文字の役割を分類

し，文と顔文字の感情ごとに役割の重みを計算し分析を

行った．しかしながら，文の感情と顔文字の感情の組み

合わせごとの重みを決定したが，それぞれの役割が文に

与える影響の大きさは求めていなかった．そこで本論文

では，文と顔文字の感情ごとに役割を決定し，それぞれ

の役割に対して感情を抽出する手法を提案する．

以下，第２章で関連研究について，第３章で感情語辞

書について，第４章で顔文字辞書について，第５章でツ

イートの感情抽出手法について，第６章でまとめと今後

の課題についてについて述べる．

2 関連研究
近年，感情を抽出する研究が行われている．その中で，

感情表現を表す感情モデルが提案されており，多次元の

感情モデルが提案されている．代表的な感情モデルとし

て，Plutchikのモデル [2]がある．人間の感情は「嫌悪」
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表 2 感情表現の例

感情軸 感情表現

喜 喜び 明るい 楽しみ 楽しい 面白い 嬉しい

好 愛 好き 好み 恋しい 愛しい いい

安 安心 溜め息 ほっと のんびり すっきり あっさり

哀 悲しさ 哀しさ 悲しみ 悲しい 痛い 孤独

厭 厭 嫌い 不快 暗い 憎い 辛い

怖 不気味 怖い 恐い 怖い 不安 震える

怒 怒り 憤り 腹立ち 怒る 腹立たしい 憤怒

恥 恥ずかしい 赤面 あられもない もじもじ 照れる はにかむ

昂 焦る 苛立つ 熱狂 奮起 感動 動揺

驚 驚く 魂消る 驚き入る ぼんやり 歓喜 慌てる

⇔「信頼」，「悲しみ」⇔「喜び」，「驚き」⇔「予測」，

「恐れ」⇔「怒り」の 8つの基本となる感情に分類され

4次元のベクトルで表されている．熊本ら [3]は新聞記

事を読んだ人々が記事に対して受けた印象をアンケート

調査で調べ，分析することにより，6本の感情軸を提案

している．各感情軸を反義語関係となる 2種類の印象語

で構成しており，「楽しい」⇔「悲しい」，「うれしい」⇔

「怒り」，「面白い」⇔「つまらない」，「楽観的」⇔「悲観

的」，「のどか」⇔「緊迫」，「驚き」⇔「ありふれた」の

６本が提案されている．また，これらの感情軸をベース

にした感情値抽出手法 [4][5]も提案しており，新聞記事

に対して有効であることを示している．しかしながら，

本論文ではTwitter に着目し，ツイートから感情を抽出

するという点で異なる．

高岡ら [6]は中村の提案する 10 次元の感情軸 [7]から

6 次元の感情軸へ次元削減を行い，この 6 次元の感情

軸を用いて，名言から感情語を抽出している．そして，

これら感情軸と感情語を用いて，ユーザの気分にあった

名言を検索するシステムを提案している．本研究ではツ

イートと顔文字に注目し，そのツイートから感情を抽出

する点が異なる．

また，顔文字に関する研究も多数存在する．表 1に顔

文字に関する研究の分類を示す．表 1に示すように，顔

文字の感情分析には顔文字のみの感情分析と，顔文字と

文を考慮した感情分析に分けられる．文献 [8], [9], [10],

[11], [12], [13], [14]は顔文字のみを対象としているため

本研究とは異なる．文献 [15], [16], [17], [18]は文と顔文

字を対象として感情分析を行っている点で本論文と類似

している．しかしながら，Soranakaら [15]は Twitter

を用いて文の感情と顔文字の感情の共起関係を調べ，文

の感情と顔文字の感情の関係性を分析している．本論文

ではユーザ実験を行い分析を行っている点で異なる．中

丸ら [16]は顔文字を感情極性に分けて文との関係によ

り感情分析を行っている．本論文では顔文字も多次元の

感情を有しているとして分析をしている点で異なる．加

藤ら [17]は携帯メールにおけるコミュニケーションの中

で怒りの感情に着目し，顔文字が付与されることによっ

て受け手の受ける印象の変化を分析している．本論文で

は顔文字の及ぼす影響を他の感情に対しても分析してい

る点と，Twitterを対象にしている点が異なる．篠山ら

[18]は顔文字が文に付与されることで文の感情がどのよ

うに変化するかを分析した．しかしながら，感情の強弱

の変化についての分析をしていないため，本論文とは異

なる．

3 感情語辞書
感情推定に関する研究には多くの感情軸が提案されて

いるが，本論文では中村明の感情表現辞典 [7]で分類さ

れている「喜」，「好」，「安」，「哀」，「厭」，「怖」，「怒」，

「恥」，「昂」，「驚」の感情軸を用いる．中村明の感情表現

辞典では各感情軸を表現する語を感情表現としている．

各感情軸の感情表現の例を表 2に示す．しかしながら，

感情表現辞典に登録されている語は定量化されていない

ため，そのままでは用いることができない．そこで，本

研究では熊本ら [4]が提案している感情辞書構築システ

ムを用いて定量化された感情語辞書を構築する．熊本ら

のシステムでは，ある文書集合を入力としてその文書集

合内に現れる単語間の共起関係から対極の軸により感情

語を定量化している．

そこで本研究ではこの入力の文書集合を決定する．本

研究ではツイートからの感情分析を対象としているが，

ツイートは短文のため崩れた表現や文法の乱れが多くあ

り，単語間の共起関係が正しくなっていないと考え，ツ

イートと同様に口語的な表現が多くありながら，表記ゆ

れや文法の乱れが少ない Yahoo!映画 1 のレビューデー

1Yahoo!映画．http://movies.yahoo.co.jp/
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表 3 収集した顔文字の例

顔文字 回数 割合 累積%

(ˆoˆ) 2832 16.0% 16.0%

(ˆˆ) 935 5.3% 21.3%

(＞ ＜) 917 5.2% 26.5%

(´ `) 742 4.2% 30.7%

(ˆ-ˆ) 527 3.0% 33.7%

( ´ ▽ ` ) 504 2.9% 36.6%

(・́ω ・ ` ) 499 2.8% 39.4%

(；́ω； ` ) 413 2.3% 41.8%

(‾▽‾ ) 389 2.2% 44.0%

(ˆωˆ ) 361 2.0% 46.0%

表 4 パーツごとに割り当てられた感情の例

パーツ パーツの種類 感情

(ˆˆ) 目 喜 好 安

(＞ ＜) 目 哀 厭 驚

(. .) 目 哀 厭 恥

( °　 ° ) 目 驚

(≧ ≦ ) 目 喜 好 昂

( o ) 口 怖

( ω ) 口 安

(´ `) 眉 怖

( ) 頬 嬉

(〃 〃) 頬 嬉 昂

タ 74,000文書を用いて辞書構築を行った．その結果今

回用いる各感情軸に対して 32,000個の感情語と感情値

のペアを感情語辞書に登録した．

4 顔文字辞書
次に，顔文字辞書の構築を行う．顔文字の役割は顔文

字のみで決まっているのではなく，文と顔文字の感情の

関係から顔文字の役割が決定する．したがって，感情軸

ごとに顔文字を追加する必要がある．しかし，既存の顔

文字辞書では本論文の感情軸ごとに顔文字を分類してい

ないため，顔文字辞書の構築を行った．以下に顔文字辞

書構築の手順を示す．

1. 教師データとする顔文字を集める．

2. 人手により教師データの顔文字の感情を決定する．

3. 教師データの顔文字をパーツに分類し，パーツご

との感情を決定する．

4. 3で抽出したパーツをもつ顔文字 400個を収集し，

顔文字辞書に追加する．

図 1 感情抽出の流れ

まず，教師データ作成のため，Twitterから収集した顔

文字付きの 17,647ツイートの中で出現頻度が高い 100

個の顔文字を教師データに用いる．また，今回用いる

100個の顔文字で収集した顔文字の 92％の割合を占め

る．収集した顔文字の例を表 3に示す．

教師データの感情を決定するためにユーザ実験を行っ

た．被験者は顔文字を利用したことがある 20代の男性

10人である．実験の方法は，顔文字を見てもらいその

顔文字がどの感情軸に当てはまるか最大 3つの感情から

選んでもらい，1 番に選択した感情を 3 点，2 番に選択

した感情を 2 点，3 番に選択した感情を 1 点としてアン

ケート結果を収集した．

次に，ユーザ実験で各感情に割り当てられた顔文字の

パーツに着目し分析を行った．顔文字は人の表情を表現

するという性質上，人の顔のパーツを表していること

が多い．そこで，本論文では顔文字のパーツを「目」,

「口」,「眉」,「頬」の 4つとし分析を行った．その結果，

パーツの中には各感情と強い共起関係にあるものがあ

ることがわかった．その例を表 4に示す．抽出したパー

ツを参考に顔文字辞書に顔文字を人手で追加した．その

結果，顔文字辞書に登録した顔文字を 500 個まで増や

した．

5 顔文字の役割を考慮したツイートの感情抽

出手法
ツイートから感情を抽出するために，構築した感情語

辞書と顔文字辞書を用いて，顔文字の役割を考慮したツ

イートの感情値算出手法を提案する．以下と図 1に算出

手順を示す．

1. Twitterからツイートを取得する．

2. 取得したツイートを形態素解析し，単語を抽出す
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表 5 文・顔文字・ツイートの感情極性ごとの分析結果

ツイートの感情

文 + 顔文字 positive negative neutral

positive + positive 14 0 0

positive + negative 12 5 3

positive + neutral 0 0 0

negative + positive 1 19 0

negative + negative 1 35 0

negative + neutral 0 0 0

neutral + positive 3 0 1

neutral + negative 0 3 1

neutral + neutral 0 0 0

表 6 顔文字の役割

ツイートの感情

文 + 顔文字 positive negative neutral

positive + positive 強調 - -

positive + negative 弛緩 転換 -

positive + neutral - - -

negative + positive 転換 弛緩 -

negative + negative - 強調 -

negative + neutral - - -

neutral + positive 付加 - -

neutral + negative - 付加 -

neutral + neutral - - -

る．

3. 感情語辞書とのマッチングにより各単語の感情値

を算出する．

4. 顔文字を含んでいるツイートでは，文の感情と顔

文字の感情から顔文字の役割を決定し，ツイート

全体の感情値を算出する．また，顔文字を含んで

いない場合は (3)の感情値をツイート全体の感情

値とする．

5.1 文の感情値
Twitterから取得したツイートに対して形態素解析エ

ンジン Juman2 を用いて形態素解析し，ツイート内の

形態素と感情語辞書に登録されている感情語のマッチン

グを行う．しかしながら，表記ゆれが発生する場合は感

情語が正しく抽出できない．表記ゆれを解決するために

Jumanの代表表記を用いる．具体的には，ツイート中

の形態素を代表表記に統一し感情語辞書との単語のマッ

チングを行う．この時感情語辞書中の単語で Jumanの

2Juman http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/index.php?JUMAN

表 7 顔文字の役割の特徴

役割 特徴 ツイートの例

強調 文の感情=顔文字の感情 やったああヽ(´▽｀ )/

弛緩 文の感情⇔顔文字の感情 勉強ばっかり嫌になる (ˆOˆ)

転換 文の感情⇔顔文字の感情かつ， 心配ごと多い (´∀｀ )

文の感情より顔文字の感情が大きい

付加 文の感情がなく，顔文字の感情がある 学校なう (ˆOˆ)

図 2 強調の場合の散布図

代表表記が登録されていないものは，手動で Jumanの

代表表記に追加した．また，形態素に同形が存在する場

合は曖昧な単語と考え考慮しないものとする．

また，ツイートに否定語が入っている場合は正しい感

情値を抽出することが出来ない．例えば，「嬉しくない」

のような語の場合だと Jumanによる出力結果は形容詞

「嬉しい」と形容詞性述語接尾辞「ない」に分けられる．

感情語辞書とのマッチングを行うと「楽しい」という形

容詞が感情語辞書とマッチしこの文の感情は「喜」にな

る．しかしながら，否定されているので感情語を打ち消

さなければならない．この問題を解決するために，熊本

ら [4]は単語の印象を考慮するためと品詞を変換する目

的で，Juman の出力結果を変換するルールを用いてい

る．本論文ではその中で，否定語についてのルールを適

用することで否定語の判定を行い，否定語を含む場合の

感情語を打ち消すことで問題を解決する．

5.2 顔文字の役割の決定
5.2.1 ユーザ実験

文の感情と顔文字の感情から役割を決定するために実

験を行った．被験者は 10代から 50代までの男女各 10

人の合計 100人である．

実験データは顔文字を含んだ任意のツイート 100 件

とそのツイートから顔文字を除いた文字のみのツイート

100件の合計 200ツイートである．被験者はこの 200件

のツイートを見て各々のツイートに対して当てはまると

感じた感情を 10軸の感情の中から最大 3つの感情を選

び，各々10段階で評価した．
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表 8 顔文字の役割ごとの回帰式

役割 回帰式

強調 y=0.9886x+0.3215

弛緩 y=0.8728x+0.3083

転換 y=-0.8002x+0.001

表 9 顔文字の役割ごとの決定係数と相関係数

役割 決定係数 相関係数

強調 0.95 0.97

弛緩 0.91 0.95

転換 0.95 0.98

5.2.2 実験結果

実験において，あるツイートのある感情における被験

者のつけた点数の合計値をその感情の感情値とする．感

情値がある閾値以上で且つ最大のものをそのツイートの

感情とする．このときすべての感情が閾値以下である場

合は，そのツイートの感情は無感情として扱う．

実験結果より，文のみのツイートの感情と顔文字を含

んだツイートの感情の変化より顔文字の役割を決定す

る．ここで実験では 10軸の感情によりツイートの感情

を判定したが，顔文字の役割を決定するに当たり，感情

の変化が大きいほど顔文字の役割が決定しやすいため，

10軸の感情を「positive」，「negative」，「neutral」の 3

軸に分類し，この 3軸の感情の変化により役割を決定す

る．具体的には，「喜」，「好」，「安」，「昂」を「positive」，

「哀」,「厭」,「恥」,「怖」,「驚」,「怒」を「negative」，

10軸に判定されなかったツイートを「neutral」とする．

文のみで判定した感情（実験より）とすでに求めてあ

る顔文字の感情（辞書より）と顔文字を付加したツイー

トで判定した感情（実験より）との違いを見て役割を決

定する．

表 5に結果を示す．表 5では，実験より求めたツイー

トの文の感情と顔文字辞書から取得した顔文字の感情の

組み合わせを縦軸に，そして実験結果の顔文字を含んだ

ツイートの感情を横軸にし，各々のツイート数を示して

いる．表 5 の結果より文の感情と顔文字の感情の組み

合わせが，ツイートの感情極性に与える影響について分

類した．その結果を表 6に示し，以下に顔文字の役割を

示す．

強調 顔文字が文の感情をより強めている．

positiveの文に positiveの顔文字が付加された

場合と negativeの文に negativeの顔文字が付加された

場合

弛緩 顔文字が文の感情を和らげている．

positiveの文に negativeの顔文字が付加されたと

図 3 回帰分析の結果

きツイートの感情が弱いpositiveになる場合と，negative

の文に positiveの顔文字が付加された付加されたときツ

イートの感情が弱い negativeになる場合

転換 顔文字の感情が文の感情と入れ替わる

positiveの文にnegativeの顔文字が付加されたとき

ツイートの感情が弱い negativeになる場合と，negative

の文に positiveの顔文字が付加されたときツイートの感

情が弱い positiveになる場合

付加文の感情がないときに顔文字の感情が付加される．

neutralの文に positiveの顔文字が付加された場

合と neutralの文に negativeの顔文字が付加された場合

顔文字の役割と特徴を表 7に示す．また，役割「強調」

の場合を例に,文の感情値とツイートの感情値の散布図

を図 2に示す．図 2に示した散布図から分かるように，

顔文字の役割が強調の場合は文の感情値とツイートの感

情値には正の相関があることが分かる．そこで，すべて

の役割に対してそれぞれ相関係数を求めた．その結果，

相関係数が 0.95～0.98という高い数値が得られた．こ

のことから文の感情とツイートの感情の対応関係を回帰

分析により定式化できることが判明した．しかし，役割

「付加」に関しては文の感情が存在しないため，回帰分

析による定式化を行うことができない．したがって，役

割「強調」,「弛緩」,「転換」において回帰分析を用い

て定式化を行う．
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そこで，文の感情値を説明変数，ツイートの感情を目

的変数とする単回帰分析を行った．求めた回帰式の結果

を表 8に示す．この回帰式に文の感情値を代入すること

により，ツイートの感情値を算出する．

ここで，各回帰分析の精度を表 9に示す．また，各役

割における回帰分析の結果を図 3にまとめる．表 9に

よると，どの役割においても決定係数の値が 0.5より高

く，回帰分析の結果が良好であったことを示している．

次に，役割「付加」については文の感情値が存在しな

いため，顔文字の感情値を重みとして加算することでツ

イートの感情値を求める．ここで，重みは役割が付加と

判断されたツイートの感情値の平均とする．その結果，

重みは 5.8となった．

6 まとめと今後の課題
本論文では，顔文字の役割を考慮してツイートの感情

値を抽出するための第一歩として，感情語辞書の構築と

顔文字辞書の作成のためのユーザ実験を行った．その結

果感情語辞書に 32,322 個の感情語と感情値，顔文字辞

書には 500 個の顔文字を登録した．また，顔文字の役

割を決定するために感情軸を感情極性に分類しユーザ実

験を行った．その結果，文の感情極性，顔文字の感情極

性，ツイートの感情極性から役割を分類した．そして，

それぞれの役割に対して回帰分析で定式化することによ

り，顔文字の役割を考慮した感情抽出手法を提案した．

今後の課題として，テキストの感情辞書の拡張におい

て，出現頻度の低い重要な単語の抽出手法の検討，最後

に，評価実験を行い本提案手法の精度について検証し

たい．
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